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情報社会の法

全体
•本時の説明

グループ
•マンダラート

グループ
•YNチャート

グループ
•相互チェック

グループ
•ブラッシュアップ

個人
•振り返り



マンダラート



YNチャート



相互チェック



リフレクション (働くためのツール)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Online

対面

他者からの情報のクロスチェックにより、情報の信頼性を確かめ、質問を改良することができた

他者からの情報のクロスチェックにより、情報の信頼性を確かめることができた

情報の信頼性を確かめることができた

情報の信頼性を確かめることがなかった



リフレクション (思考の方法)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

Online

対面

Y/Nチャートをルールに従って作り、他者の意見や考えを聞いてまとめ、改良することができた

他者の意見や考えを聞き、Y/Nチャートをルールに従って作ることができた

Y/Nチャートをルールに従って作ることができた

Y/Nチャートをルールに従って作ることができなかった



オンラインと対面の違い

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ネガティブな回答 どちらでもない回答 ポジティブな回答

指示語使うと伝わりにく
いなーと思ったが、画面
共有ができるので、その
分情報の共有をスピー
ディーにできた。

普段の授業より静かで、リ
ラックスして授業に臨めた。

オンラインで共同作業でき
るのでさほど違いはないか

なと思った。

どうやってやるのかを対面だと直接教えても
らえるが、オンラインだと少し聞くことに戸惑
いがあり、また直接教えてもらえないので少

し不便だった。



オンラインでの困ったことを解決するため
のアイデア

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

コミュニケーションの工夫 Office365の活用

ソフトウェアの使い方の工夫 システムの改善

チャネルを活用する。
通信環境を整え
てから、授業に
取り組みたい。

タブを適切に開く
ように意識すると
よいと思う。

一人一人がより今自分はなにをして
いるか、何が分からないか発言する

ようにする。

学びを加速する
ICT等の環境づくり

学びを最大化する
インストラクショナルデザイン



ありがとう
ございました


